






Developing Intercultural Communicative Competence through 
English Textbooks




Japan has placed emphasis upon developing “communicative competence” in English 
education since the 1990s. However, the focus has been mainly towards listening and 
speaking abilities, while the development of “Intercultural Communicative Competence 
（ICC）” seems to have fallen by the wayside. Considering the fact that English is the 
lingua franca among diverse nationalities and backgrounds, its educational importance 
cannot be ignored. This paper is the result of a content analysis of three major English 
textbooks used in Japanese junior high schools. The analysis focused on measuring the 
elements these textbooks provide towards the development of ICC. Based on studies 
conducted in the fields of English as an International Language and Intercultural 
Language Teaching, I reduced the arguments on how to develop ICC to three points to 
analyze the textbooks. My findings indicate two issues: one, that although the textbooks 
have started to present quite internationalized topics and characters, the inner-circle 
countries’ English and culture chiefly represent the learners’ model, and that the 
elements to develop ICC via these textbooks are very limited.
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① 　「異文化性の領域」を築く（establishing a ‘sphere of interculturality’）：文化を知識とし
て学ぶのではなく、自文化と異文化との比較を通して学ぶ。


























































































登場人物の出身地域 出身国 NH NC SS 合計
インナー・サークル アメリカ 1 2 3
オーストラリア 1 1 3
イギリス 1 2
カナダ 3




計 0 2 1 3
エクスパンディング・サークル 日本 4 3 5
中国 1 1 1
ブラジル 1










エクスパンディング・サークル 日本 ◎ ◎ ◎
「英語を使用する場所は、日本ないしはインナー・サークルの国々を訪れた時」として描かれている。
表３　会話を行なっている相手（誰と誰の間の会話か）
登場人物の出身国 NH NC SS
インナー VS インナー ○ ○
インナー VS アウター
インナー VS エクスパンディング（＝日本） ◎ ◎ ◎
アウター VS アウター
アウター VS エクスパンディング ○














































地域 国名 NH NC SS
インナー・サークル アメリカ ○ ○ ○
カナダ ○ ○
オーストラリア ○ ○ ○
イギリス ○ ○






計 0 3 2 5









計 4 5 2 11




















SS3［6］、SS3 Reading 3）、オーストラリアならばアボリジニ（SS2 Reading 1、SS3［8］）、ニ












































































American Rakugo-ka』、SS2［5］の『You Look Great ! 』、SS3［3］の『Don’t Ask me That 



























Look Great ! 』では、男性に褒められることをどう理解してよいのか戸惑った由紀は、アメリ































































































（２）　Hyde（1998）による14の項目は、phatic communion, silence, swearing, topic choice, taboo, 
body language, intonation, turn-taking conventions, backchanneling, explicitness or inexplicitness, 








をいつでも留保できる態度、３）savoir comprendre（skills of interpreting and relating）は、異文
化の資料や行事などを、自文化のそれに関連づけながら解釈・説明できる能力、４）savoir faire / 
apprendre（skills of discovery and interaction）は、異文化の知識や習慣を自ら学び、実際のコミュ
ニケーションの中で知識・態度・技能を生かすことのできる能力、５）savoir s’engager（critical 
cultural awareness）は、自文化・異文化を問わず、その考え方・習慣・物などを明確な基準を持っ
て批判的に評価することのできる能力のことを指す（Byram，2002）。
（５）　1997年の時点で、英語を母語とするinner-circle（中心円）の話者は３億８千人、英語を公用語
とするインドやシンガポール等のouter-circle（外円）の話者は１億５千～３億人、そして、英語を
外国語として使用するexpanding-circle（拡大円）の話者は１億～ 10億人とされている。インナー、
アウター、エクスパンディング・サークルの概念はKachru（1985）が３つに分けた英語使用地域を
指し、本論文ではこの概念をもとに英語使用について論じる。しかし、近年ではグローバル化の進展
により、インナーとアウター・サークルを区別せず、どのような方法で英語を学ぼうと母語話者並み
の習熟度を持つ話者をまとめてインナー・サークル（５億人）と捉える考え方が現れ始めている
（Graddol，2006）。
（６）　平成18年度における中学検定英語教科書６冊のうち、最も採択率の高かった上位３冊は、New 
Horizon（東京書籍、42.5％）、New Crown（三省堂、21.6％）、Sunshine（開隆堂、20.5％）であり、
合わせて全国比率の84.6％を占める（渡辺，2005）。
（７）　『「英語が使える日本人」の育成のための行動計画』には、「英語は、母語の異なる人々の間をつ
なぐ国際的共通語」〔下線は筆者による〕だと述べられており、日本の義務教育において英語は国際
語と認識されているといえる。しかし、英語の多様性について、学習指導要領（1998）を見ると、中
高ともに使用すべき「言語材料」は「現代の標準的な英語」とされている。ここで言う「現代の標準
的な英語」は、EFLで共通認識となっているLado（1988）の言う標準英語（Standard English）と
理解されることが一般的である。
（８）　学習指導要領（1998）では、中高ともに外国語科の目標に「外国語を通じて、言語や文化に対
する理解を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成」〔下線は筆者による〕を
図ることが掲げられている。しかし、具体的にどのように理解を深めるべきかについては明記されて
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いない。
（９）　これらの調査項目と方法は、Matsuda（2002）が行なった中学英語教科書における英語使用の
実態に関する調査を参考にしている。松田は、現行の教科書に改訂される前の中学１年生の検定教科
書（1996年検定）で、英語使用者および用途がどのように表現されているかを調べ、登場人物の国
籍と各課に含まれる英語使用の状況と種類を分析した。その結果、国内言語・国際言語両方の使用に
おいてインナー・サークルの英語話者と彼らの英語使用に重点を置く傾向が明らかとなった。
（10）　いずれの教科書もアメリカの標準的発音をモデルとしながらも、それが絶対だとは考えていな
い。NHは、アメリカの標準的発音を「ひとつの基準」として選んでいるものの、「われわれは英語
を外国語として使うのであるから、多少のなまりがあっても、英語を使うことにもっと積極的になる
べき」として「達成目標はほどほどのレベル」に設定するよう指導している（指導編、巻末指導資
料）。NCでも、アメリカ標準英語をモデルとしているが、ALT各自の国籍や地域に基づいた発音で
指導に当たってほしい（Team-teaching編、p.iv）と述べられている。SSでも、よい発音は「clear 
and intelligible）」（英語音声学者Daniel Jonesによる定義）であるとして、教師は英語発音の到達目
標を「一般の教育を受けた英語母語話者の話す英語発音をめざすよりも、はっきりとした分かりやす
い英語に置きたい」と指導している（解説編「英語の発音」p.18）。
（11）　現在の英語教科書は、国際社会や世界平和に貢献する人格作りも英語教育の担うべき役割のひ
とつと考えている傾向が強い。NC Team-teaching編（p.iii）には、「外国語教育は人格形成や世界平
和に貢献すべき」であり、それを意識した題材が豊富であることが記されている。また、SS解説編
（p.11）には、教科書の編集方針のひとつが「豊かな題材」であり、「異文化に対する感受性や国際貢
献の精神を高める」ことが目的と記されている。
（12）　各指導書に、観点別評価基準が明記されているが、そのうち「言語や文化の知識・理解」は、「聞
く・話す・読む・書く」４技能のうち、主に「読む」ことを通じて習得するものとして記されている
（NH指導編、NC指導・評価編、SS授業案編）。また、その具体的な評価基準は、「日本とアメリカの
中学生の学校生活の違いを理解している（NC指導・評価編、p.206）」かどうかや「道案内によく使
われる表現を知っている（SS授業案編、p.15）」かどうかといった知識習得が中心であり、異文化に
対する態度やスキルの評価基準は存在しない。
（13）　ALT（Assistant Language Teacher）の役割について、SS協同授業案編には、ALTは「日本人
教師が教えることのできない特定の表現や行事の文化的背景や、自然な英語のイントネーション等
を教えることが期待されている（p.4）」〔日本語訳引用者〕と記されているが、どの教科書・指導書
もALT自身を通じて文化に関する学習を促すような機会を設けていない。
